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⽇本農業労災学会様
農業労災ワークショップ2021
2021年6⽉3⽇

実効性のある農作業対策を⽀援する
ウェブコンテンツの開発

農研機構 農業機械研究部⾨
システム安全⼯学研究領域 予防安全システムグループ

積 栄
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地域との連携による事故詳細調査・分析研究

詳細調査（道県･農機研）
詳細調査票で状況を把握

事故発生前 事故発生時

当事者
（被害者）

疲労、体調不良
熟練不足

無理な作業
防護具不適切

ソフト
（含管理）

安全管理不足
不適切な計画

ハード
（機械/施設）

安全機能無効化
機械整備不良

危険部位への接近
とっさの操作ミス

環境
場の傾斜、段差
天候の悪条件

条件の悪い場へ進入
適正範囲外へ逸脱

当事者以外
（補助者等）

注意喚起不徹底
連携不徹底

相手への不注意
勝手な行動

1

1

1

詳細分析（農機研）
新たな分析⼿法で各原因を把握

地域での対策
（道県･農機研）

取組項⽬の検討等

データ化
分析

地域に
フィードバック

さらなる
対策に
向けた

現状把握

安全対策研究（農機研）
安全装置、啓発情報等

研究開発に
フィードバック

操作系の取扱ミス

転
倒
転
落
に
よ
る
死
亡
事
故

Ａ

安全機能の不適切使用安
全
機
能
欠
損

機械の危険状態

死角への移動適
正
外
へ
逸
脱
・進
入

安全機能の無効化

安全性の低い機械

場所の条件が悪い

正しい判断が難しい

不適切な機械取扱
A=(a+b+c)*(d+e+f+g+h+i)
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A=5.4*10-5
(件/台・年)
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危険は⾊々なところに潜んでいる
⇒安易に「⼈のせい」にはしない

⼈ 機械･施設等

作業環境作業･管理⽅法

当機構の現地調査では･･･
⼈的要因のみの事故は

ほとんどない！

声かけ、教育、⼿順書･･･
でも「⼈は必ずミスをする」
⇒ミスしても助かるように！

危険は様々なところに潜んでいる

3

これまでの詳細調査・分析から⾒えてきたこと

詳細調査・分析から⾒えてきた要因

⾒慣れた作業環境
＝狭い周囲、障害物、

急斜⾯、暑熱・・・

⾒慣れた作業･管理
＝エンジン⾮停⽌、⼿袋着⽤、
⼀⼈作業、打合せ不⾜・・・

⾒慣れた機械･施設等
＝安全装置なし、カバーなし、

点検不⼗分、古い・・・

他産業ではすでに対策されてきた内容が多い！
これまでは

で終わり
気をつけましょう これから必要なのは本質的･⼯学的対策

・現場の改善 ・機械の改善

「農作業事故分析
結果の周知及び
活⽤について」
技術普及課⻑
（29⽣産第698号）
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これまでの詳細調査・分析から⾒えてきたこと

各地域で必要なことは･･･
・現場で改善策を検討・普及できる⼈材の育成・確保
・同⼈材を中⼼とした安全活動体制の整備

現場での改善活動を広げるために･･･

「気をつけましょう」から「改善してみましょう」へ
そのためのスキームとコンテンツを開発する

農業では事故を減らす
ための「⼟台作り」から

はじめなければ･･･

研究部⾨としては･･･
事故調査・分析結果や他産業の各⼿法を踏まえつつ、
上記を促進・⽀援する⽅策を構築 ⇒開発の⽬的

5

研究の⽬的と⽅法

①農作業事故の詳細調査・分析により最新の傾向を把握
②安全対策に関する指導層啓発側、⽣産者側の意識を調査
③他産業のノウハウを収集し、農業分野への適⽤性を検討

【⽬的】
各地域で安全推進を担う⼈材の啓発・育成および同⼈材による
現場での改善活動を促進・⽀援する⽅策(コンテンツ)を開発

事故低減に向けた⼟台作りにつなげる

【⽅法】

④⼈材育成と改善活動促進に向けたコンテンツを開発

6

もともと上にしか
カバーがない

⼿を⼊れると危険なのは
わかっていたが･･･

機械

⼈

注意では防げなかった
(多忙、ついうっかり)

⼈への対策の限界･･･

【調査例】タマネギ粗選別中、茎葉処理機のタッピングローラの下側に
絡んだ茎葉が⽬に留まり、取ろうと左⼿を伸ばしたところ巻き込まれ
⇒⼈差指〜薬指切断

①詳細調査・分析の実施・拡⼤

7

機械の改善：下部にもカバーを付けた
（カバーさえあれば防げる）

現場レベルの改善で事故を防ぐ！

【調査例】タマネギ粗選別中、茎葉処理機のタッピングローラの下側に
絡んだ茎葉が⽬に留まり、取ろうと左⼿を伸ばしたところ巻き込まれ
⇒⼈差指〜薬指切断

①詳細調査・分析の実施・拡⼤
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①詳細調査・分析の実施・拡⼤

【調査例】ニンジンハーベスタで収穫作業中、茎葉カッター部に茎葉
が詰まったため、詰まりを排除しようとカッター部に⼿を伸ばし、
指先が刃に接触⇒第2指切断

エンジンを⽌めずに
詰まり除去

作業⽅法

早めに霜・雪が
降りるほ場、朝露

環境

オペレータが別件
対応、代理で作業

焦り･
疲労

⼈

カバー隙間⼤(11cm)
刃までの距離⼩(37cm)

機械

防護カバーの改善が必要
（安全距離、インターロック機構）

9

①詳細調査・分析の実施・拡⼤

【調査例】トラクタに乗り込もうと
右⾜をステップ1段⽬にかけ、左⼿
で⼿すりを掴んだ後、左⾜で蹴り上
がって右⼿側の⼿すりを掴もうとし
たが失敗、左⼿も離してしまい後⽅
に転落⇒左肩付近⾻折

機械の改善につながる
知⾒⇒設計･基準の参考に

農業機械の安全性検査･･･
ʼ19基準から3点⽀持を適⽤

⾝⻑165cm
普段から蹴り上がって
乗っていた

正しい乗降
⼿順の周知
不徹底

作業⽅法 ⼈

硬い地⾯
環境

1段⽬が⾼く(55cm
=検査基準上限)、
左側⼿すりだけで
は上がれない

機械

右側⼿すりが届かない
(190cm)機械

9
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①詳細調査・分析の実施・拡⼤

【調査例】ミキサーフィーダで給餌作業後、⿃害を防ぐため、ミキサ
部の中に⼊ってホウキで清掃中、誤って左⼿が飼料混合⽤の刃に接触
⇒左⼿甲切創

耐切創⼿袋なし
⼈

中で清掃しにくい
機械

カラスが多く
掃除不可⽋

環境

掃除⽅法の改善、保護具の活⽤が必要＝改善の意識の醸成

11

【⽣産者（展⽰会参加）対象アンケート】

Q 事故発⽣時、機械や場所に
危険な状態があったか？

Q 当該事故について考え
られる再発防⽌策は？

(事故内容から農研機構側で
再検討した再発防⽌策)

※いずれも回答記述を基に分類

現場の改善に向けた意識の醸成と
そのための⼈材･活動促進が必要！

現場の改善で事故を
防ごうという発想が

少ない！

②安全対策に関する⽣産者の意識

ある道県でのヒヤリ・負傷経験あり⽣産者66名
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②安全啓発に関する指導層の意識

【普及指導員、JA営農指導員対象アンケート】
関東を中⼼に10県54名、うち安全担当経験有31名
Q 取組を進める上で今後どのようなものがあるとよいか？（複数回答）
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テ
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そ
の
他

安全担当経験有（31名）
安全担当経験無（23名）

回答者：県普及指導員40名、JA営農指導員14名
※複数回答有

回
答

数

事故事例、改善事例に関する
コンテンツの充実が必要！

事故事例と対策・改善
事例へのニーズが⾼い
（特に担当経験者）

13

③他産業のノウハウを踏まえた啓発試⾏

「現場主体」「対話型」を重視した取組事例・ノウハウが豊富
⇒⾃発的・実効的な改善策につながり、作業者の意識も向上

農作業現場でも現地点検や対話による⾃発的改善を試⾏
（現地指導担当、労働安全コンサルタントとともに）

農協、農事組合法⼈、個⼈、会社法⼈、活動組織
例）JAつべつでの試⾏

【指摘・改善例】安全コンサルタント

JA担当

地域担当

14

③他産業のノウハウを踏まえた啓発試⾏

現場を踏まえた改善＝現地指導担当の活躍が重要・不可⽋！
ただし･･･現状では担当のスキルは様々

（機械を知らない、新⼈等も）

重点項⽬･･･事故/対策事例の共有、対話での現場改善の普及

事故事例検索システム、対話型研修ツールを開発

農作業現場でも他産業レベルの取り組みは可能！

課題も確認

15

④事故事例検索システム

事故形態、機械⽤具名称で絞込

個別報告pdfを表⽰

「農作業安全情報センター」で
R2公開開始

（21.6時点で191事例）
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④事故事例検索システム
地域で起きうる
類似事故の原因･
対策事例が探せる

概況

救命・治療

事故原因
（被災者、機械・⽤具等、
作業環境等、被災者以外

の⼈、管理体制）

事故後の対策・
推奨する対策

事故機や現場の
状況図

17

活⽤マニュアル／ヒヤリハット経験の事前調査票／
事前調査票の各項⽬に対応した改善策⼀覧表で構成

(1)事前に参加者の
ヒヤリハット経験を
把握

対象･･･
法⼈、部会等の⼩集団
(対話しやすさを重視)

「農作業安全情報センター」
で14機種･⽤具等について

公開中

④対話型農作業安全研修ツール

（⽇付）
（実施者）

機械の種類 ヒヤリ・ハットの内容 ある
1 ・乗降時に滑って転落しそうになった、⾶び降りてしまった。
2 ・⾐服が操作レバーに引っかかった。
3 ・道路⾛⾏中、他の⾞や周囲と接触した、またはしそうになった。

11 ・エンジンを⽌めずにベルト等の点検や注油作業、ゴミなどの絡み除去をしてしまった。
12 ・2⼈以上で作業をしていて、相⼿が死⾓にいるときにエンジンを始動してしまった。
13 ・くわえたばこで燃料補給をした。
14 ･その他（                              ） 

⼩計 0
機械の種類 ヒヤリ・ハットの内容 ある

1 ・機体の右側から乗降してしまうことがある
2 ・あぜ道の境⽬が分からず、危うく転落しそうになった。
3 ・スピードを出し過ぎて、ハンドルを取られたり、横転しそうになった。
9 ・作業機の着脱時に、体や指などを機械に挟まれそうになった、作業機が急に動いた

10 ・点検等で、エンジンがかかったまま、作業機に近づいてしまった。
11 ・点検等で機械の周囲にいたとき、急に機械が動き出した。
12 ･その他（                              ） 

⼩計 0
機械の種類 ヒヤリ・ハットの内容 ある

1 ・刈払機を運ぶ際に、不意に刈刃に触れてしまった。
2 ・エンジンをかけたら、刈刃が回り出した。
3 ・エンジンをかけたまま置いておいたら、刈刃が回っていたり、振動で機体が動いた。

18 ・⻑時間の作業で握⼒がなくなった、または⾳が聞こえにくくなった。
19 ・刈刃の交換や点検の際に、不意に刈刃に触れてしまった。
20 ･その他（                              ） 

⼩計 0

刈払機

※機械の種類ごとに以下の作業中のヒヤリハットの体験に近いものがあれば右欄にチェックを⼊れてください。
    また、近いものがなければその他の欄に簡単にヒヤリハットの内容を記⼊してください。

「ヒヤリハット体験あるあるチェック」アンケート

機種共通

乗⽤

トラクタ

18

＜乗⽤トラクタ＞
時系列 No

想定される
事故形態

ヒヤリハット事例 機械・⽤具・装置
作業⽅法や
安全管理体制

作業環境 備考 参考

安全キャブ付の場合は右側
のドアをロックしておく

乗降は左側から⾏うことを
徹底する

左側から乗降できるような
駐⾞スペースを確保する

ヘルメットを着⽤する 降⾞時は原則エンジンを停
⽌する
最低限変速レバーを全て
ニュートラルに戻す、駐⾞
ブレーキをかける

乗降時に操作レバー等に
引っかからないよう、正し
い服装（裾を留める、⾸タ
オルをしない等）を徹底す
る

安全キャブ・フレーム付ト
ラクタを使⽤する

事前に通⾏する道路を
チェックする

路肩がわかりやすくなるよ
う、頻繁に草刈りを⾏う

2柱式フレームを⽴てる 当⽇の⾛⾏経路や作業⼯程
を確認する、メモを事前に
作る

崩れた路肩を整備する

シートベルトを装着する ほ場の進⼊・退出路を点検
する※１、２

勾配を緩くする※１、２、
３、４

ヘルメットを着⽤する 退出路に⼊る前にブレーキ
を連結する

ガードレール、路肩にポー
ル、注意標識などで危険箇
所を明⽰する

必ず周囲を確認してから発
進する

危険箇所をマッピングする
（集落営農、法⼈等）

・2柱式フレームの場合
は、シートベルトを装着し
ていないと投げ出されるた
め、必ずシートベルトを装
着する
・ヘルメットを着⽤するし
ておくことで、頭部へのダ
メージを防げる

乗降時 1
⼈の転落・転

倒
機体の右側から乗降して
しまうことがある

・乗⽤トラクタは進⾏⽅向
左側から乗降する
・右側には、アクセルレ
バー、ペダル、主クラッチ
等が配置されており、乗降
時に⾐服が引っかかって転
落の恐れがあるほか、万が
⼀エンジンがかかっていた
場合にはレバーが動いて暴
⾛し、振り落とされる、追
突するなどの危険性がある

2
機械の転落・

転倒

あぜ道の境⽬が分から
ず、あやうく転落しそう
になった

※１：ほ場進⼊路は、⽥⾯
からの⾼さが30cm以上で
ほ場との間に⽔路がある場
合には、必要な幅（トラク
タでは4m）、勾配が12゜
以下であること（特定⾼性
能農業機械ガイドライン）
※２：⽥⾯への進⼊路の勾
配は12゜以下、4m以上の
幅員が望ましい。侵⾷等の
影響を踏まえて必要な強度
が維持されるよう留意。農
道と⽥⾯の段差を解消でき
ない場合はスリップ防⽌の
ための舗装を⾏う等の安全

(2)実際に起きているヒヤリハット
経験を基に研修内容を重点化し、
対応した改善策を事前に確認

機械、環境、作業⽅法に
分けて具体的な改善を例⽰
（事故調査事例も参考）

④対話型農作業安全研修ツール

19

④対話型農作業安全研修ツール

(3)ヒヤリハット経験と改善策を基に
参加者との対話で意⾒や発案を促す
⇒⾃発的・実効的な共通⽬標を作成

担当者のスキルによらず
対話型の研修と改善が可能
（活⽤マニュアルも整備）

引⽤：(⼀社)全国農業改良普及⽀援協会

事故事例の例⽰も有効
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④事故事例と対話型研修ツールの活⽤試⾏例

JAはぐくみ はるな梨研究会（群⾺）
①参加者のヒヤリハット経験に類
似の事故事例と改善策を話題提供

②現地担当の進⾏で経験の共有
と現実的な改善策を話し合い

脚⽴で横向き作
業は危ないよね。

梅は剪定次第で脚⽴
転倒やSS挟まれも
防げるのでは？

事故時にすぐ助け
てもらえる⽅法も
考えないと。

皆も危険な経験
あるんだね･･･

③現地担当の協
⼒のもと改善策
を整理、共有
引⽤：(⼀社)全国農業改良普及⽀援協会 21

④成果のアウトリーチ活動

様々な地域・組織で安全啓発対応
↑成果物２件を含むこれまでの関連研究成果を活⽤

＝安全活動の正しいあり⽅とともに普及へ

農業法⼈（整備研修とセットで）

農⼤校での応⽤も地域主体での取組にも波及

22

事故事例、啓発情報、
安全な作業⽅法など

クイズ形式で安全作業を
学習できるeラーニングも

農業機械研究部⾨サイトから
or「農作業安全」で検索

農研機構ウェブサイト「農作業安全情報センター」

検索農作業安全

www.naro.affrc.go.jp/org/brain/anzenweb

ご意⾒、ご要望も
お待ちしております

新コンテンツ公開中！
「事故事例検索」
「対話型研修ツール」
（活⽤マニュアルあり）

農研機構ウェブサイトでの情報発信
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地域で「真に事故が減る発信・研修」を

○農作業は他産業からみても相当危険
まず現場の危険性を知ってもらうこと

○事故は⼈のせいにしていては減らない
機械、環境、作業⽅法の改善につなげる発信

○事故は地域によって傾向や問題が異なる
地域で対策を担う⼈が取り組めるように

「⾃分は何が
できるか」！

安全⽀援＝
経営⽀援！

サポート

研究
⾏政

普及
農協

販売
団体

救急医療
警察

農家

関係者全体で⽀える

発
信
・
研
修
を

進
化
さ
せ
る
！


